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目的

千葉県における梨
江戸時代から受け継がれる栽培技術や消費地に近い特性を生かし、生産量・栽培面積・産出額

で日本一を誇る。
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梨生産の現状
高齢化や担い手の減少に伴う栽培面積の減少が進み、生産量は10年前に比べ４割程度減少して

いる。優位に経営できる日本一の産地ブランドを維持するには、経営の規模拡大や新たな担い手
の確保が必要となっている。

栽培上の課題
剪定や収穫などに熟練の技術を要し、機械化も困難なため、担い手の育成が重要であるが、

時間や人材等に限りがあるため、より効率的に指導を行える体制の整備が求められている。

到達目標：スマートグラスによる、人材育成のための技術伝承の有効性を実証し、
梨栽培におけるスマートグラスの活用体系を作成する。
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業務内容 1/3
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スマートグラスによる遠隔指導現地試験

費用に含まれるもの ①現地試験に必要なスマートグラス、PCなどの機器類
②実証対象者への謝礼
③実証に係る人件費、旅費 実施期間及び頻度に留意
④その他実証に必要なもの

場 所 ①会議室や指導者宅など屋内
②県が指定する梨ほ場

対象者 ①指導者：県が指定する専門家（篤農家、県農業職員OB等）
②作業者：新規就農者、被雇用者等

└都度、県が適切な場所を選定・指示いたします。

└指導を受ける側となり、比較的経験の浅い方を想定しています。
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業務内容 2/3
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スマートグラスによる遠隔指導現地試験

期間及び頻度 以下の作業を中心に、半日程度の実証を計８回程度
① 摘果・管理作業 ４日 【目安：５月下旬～６月下旬】
② 収穫・選果作業 ４日 【目安：９月上旬～10月上旬】

※広く意見を収集するため、条件を変えて複数産地で実施予定です。
機材一式は当日に現場へ持ち込み、試験を行います。
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効果検証 ①現地試験については、スマートグラスの有効性や活用方法について一定の
成果が得られるように設計すること

②指導者と作業者の双方向から評価を得ること

独自提案 効果を上げるための取組を１つ以上提案の上、実施すること



その他
管理作業花芽整理選果収穫摘果授粉剪定
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実証結果のまとめ方（想定）
〇摘果・管理作業の実証結果の追加
〇収穫・選果作業の改善した実証結果を追加
〇スマートグラス活用体系の作成

令和６年度実証結果

業務内容 3/3

令和７年度実証結果
その他
管理作業花芽整理選果収穫摘果授粉剪定

その他
管理作業花芽整理選果収穫摘果授粉剪定

※他作業の実証結果を基に活用を想像して補完

＋α

梨栽培における活用体系

＋α

＋α
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昨年度の実証結果の紹介 1/2

令和６年度実証の概要

実証期間 令和7年10月3日～令和8年3月14日のうち10日

実証作業 収穫、選果、剪定、花芽整理

実証地域 千葉市，市川市，いすみ市，白井市，市原市

使用機器 RealWear『Navigator500』
（基本） ＋Microsoft『Surface pro』，Wi-Fiルーター

実証方法 作業者側がスマートグラス（Navigtor500）を装着し、指導者側はPC（Surface pro）
に送られてくる映像及び音声等を基に指導を行う。
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昨年度の実証結果の紹介 2/2

各作業における暫定的な評価
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その他意見
・対象物が限定されていて

広い画角を必要としない
作業においては利用しや
すそうだ

・定期的な勉強会等も遠隔
で受けることができ、
受講者全員が作業中の手
元を見ることができるよ
うになれば勉強しやすそ
うだ



梨栽培スケジュール（参考）
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11月10月９月８月７月６月５月４月

梨づくりの流れ

梨の栽培について今後の流れを下表に記載しました。
業務スケジュールを作成する際の参考にしてください。

収 穫

施 肥 施肥
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選 果

摘 果受粉

施 肥


